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表紙のはなし

うくじま椿せっけん

『対馬瀬灯台』
島の北端にあり、初点灯は昭和53年という比較的新しい灯台。その白い
灯台と青い海、そして天然芝の大草原でのんびりと草を食べる牛の姿
は、宇久島を代表する風景です。

佐世保港から高速船で1時間半
小さな船旅でいける宇久島には
大きな自然や感動がいっぱいです

安永優希今月の さん
や す な が ゆ う き

た
く
さ
ん
の
魅
力
が
あ
る
宇
久
島
を

も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い

島を代表する海水浴場で、
600ｍにおよぶ遠浅の白い
砂浜と、コバルトブルーの海
は圧倒的な美しさ。「快水浴
場百選」にも選ばれていま
す。磯遊びや海の生き物の観
察ができる岩場もあります。

宇久高生が制作した島のパンフレット
「UKU ISLAND～幸せのおすそわけ～」

大浜海水浴場

五島列島最大規模のアコウ
の木。幹周りは約16mあり、
現在も成長を続け、樹齢数百
年といわれています。佐世保
市の天然記念物。

アコウの巨樹

佐世保市

宇久島のお土産

海開き：7月10日（土）
問合せ：（一社）宇久町観光協会
　　　　☎0959-57-3935

約300年前から続く大漁と漁民の安全を祈
願する伝統行事。のぼりや御神灯で飾った漁
船に、子どもとみこし・笛・太鼓を載せて「ヒ
ヨーヒヨー」と連呼しながら港内を3周するこ
とから、「ひよひよ祭り」とも呼ばれています。

島のビーチで夏を満喫
宇久島の海開き

港が幻想的な風景に包まれる
竜神祭（ひよひよ祭）

日　時：7月26日（月）（旧暦6月17日）夜
場　所：宇久町神浦／厳島神社・神浦港
問合せ：（一社）宇久町観光協会
　　　　☎0959-57-3935

※イベントは中止になる場合があります

　
２
０
１
８
年
４
月
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
、宇
久
島
に
移
住
し
ま
し
た
。都
市
部
の
会

社
に
勤
務
し
て
い
た
頃
は
、通
勤
に
往
復
３
時

間
か
か
る
な
ど
、余
裕
の
な
い
日
々
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。宇
久
島
に
き
て
か
ら
は
自
分
の
時

間
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
、海
岸
を
散
歩
し
た

り
、地
元
の
人
た
ち
と
挨
拶
を
交
わ
す
だ
け
で

心
が
安
ら
ぎ
ま
す
。

　
協
力
隊
時
代
は
、宇
久
町

観
光
協
会
で
主
に
デ
ザ
イ

ン
や
イ
ラ
ス
ト
を
担
当
し
、

ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、グ
ッ
ズ
を
作
成
し
て
、

宇
久
島
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
ま
し
た
。島
の
風
景
の

中
で
も
観
光
客
に
人
気
の

あ
る
対
馬
瀬
灯
台
や
ア
コ

ウ
の
巨
樹
な
ど
を
描
い
た
ス
テ
ッ
カ
ー
や
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
、ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
は
今
も
宇
久
町

内
の
売
店
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
で
特
に
心
に

残
っ
て
い
る
の
は
、宇
久
高
校
の
生
徒
の
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
作
り
に
講
師
と
し
て
携
わ
っ
た
こ

と
で
す
。宇
久
高
生
が
地
域
の
魅
力
向
上
を
目
指

す
研
究
活
動「U

ku Labo
」の
一
環
と
し
て
取

り
組
ん
だ
も
の
で
、私
は
デ
ザ
イ
ン
の
基
本
的
な

知
識
な
ど
を
伝
え
た
上
で
、自
分
た
ち
の
島
に
対

す
る
思
い
を
島
外
の
人
に
お
裾
分
け
す
る
よ
う

な
気
持
ち
で
作
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し

た
。大
人
に
は
作
る
こ
と
の
で
き
な
い
、島
に
住

む
高
校
生
な
ら
で
は
の
素
敵
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
３
月
で
協
力
隊
は
卒
業
し
、４
月
か
ら

は
宇
久
町
観
光
協
会
の
職
員
と
し
て
勤
務
し

て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
さ
ら
に
地
元
の
方
と

の
交
流
を
深
め
、ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
宇
久
島

の
魅
力
を
聞
き
出
し
て
、観
光
P
R
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。宇
久
島
は
自
然
も
き
れ

い
で
感
動
す
る
ス
ポ
ッ
ト
も

多
く
、佐
世
保
や
福
岡
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
も
良
い
の
で
、

も
っ
と
多
く
の
人
に
気
軽
に

遊
び
に
き
て
ほ
し
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
、こ
れ
か
ら
も

宇
久
島
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

平戸市出身。32歳。県外の大学を卒業後、東京都内の
IT会社に勤務。2018年4月から2021年3月まで佐
世保市地域おこし協力隊宇久地区担当として活動し、
現在は宇久町観光協会に勤務。

問合せ：（一社）宇久町観光協会
　　　  ☎0959-57-3935

宇久島には大浜などの海水浴場があり、毎年
海開きの日から8月末まで、海の家が開設さ
れ、トイレやシャワー室（有料）などが利用でき
ます。キャンプ（無料）も楽しめます。

宇久島産椿オイル（完全手搾り）配合
のせっけんで、肌に優しい洗い心地
が特徴です。パッケージのデザイン
は安永優希さんが担当しました。

宇久平港
うくたいら

宇久平港

寺島

宇久島宇久島

木場放牧地
黒毛和牛の繁殖飼育が盛んな
宇久島では、放牧された牛をあ
ちこちで見かけます。その中で
も木場放牧地は、一面グリーン
の牧場とブルーの海のコントラ
ストが爽快です。

愛宕様
城ケ岳山頂の駐車場から参道を登
ると、神秘的な空気が漂う古い石積
みの囲い（身をかがめて入る造り）の
中に、愛宕地蔵様と観音様が鎮座し
ています。島には1月24日に参詣す
る習わしが今でも残っています。

船隠し（平家盛公上陸地）
平安時代の後期、平清盛の弟・平
家盛が源平の戦いの後、この場所
に上陸し、アワビ漁師たちが火を
たいて暖を取らせた場所と伝えら
れています。船を隠した入江は「船
隠し」、火をたいた岬は「火焚崎」
と呼ばれています。

東光寺
平家盛公が上陸した1187年に宇
久家（後の五島家）の菩提寺として
建立され、寺の裏には歴代領主の
墓があります。宇久家は7代200年
にわたって宇久島を治め、やがて五
島列島一円に勢力を拡大、五島藩
の始祖として礎を築きました。

三浦神社の大ソテツ

大浜海水浴場

対馬瀬灯台

東光寺

佐世保市宇久行政センター

宇久町観光協会

愛宕様城ケ岳展望所

木場放牧地

三浦神社
（大ソテツ）

アコウの巨樹

船隠し（平家盛公上陸地）
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悲恋の末に命を落とした娘が
海の神様として神社に祭られ
ています。地元では三浦のソテ
ツの葉１枚も持って帰ってはい
けないという言い伝えがあり、
今でも守られています。ソテツ
は国内有数の巨樹で、県の天
然記念物。

新上五島町

五島市

小値賀町
佐世保市

長崎市

佐世保市
宇久町
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